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研究紹介の本⽂： 
これまで行ってきた「試験管内における酸化的フォールディング技術」を発展させ、

「分子夾雑環境である細胞内、特に小胞体内における酸化的フォールディングの観測

法」を新たに開発することを目指します。特に分子夾雑環境である小胞体内における

酵素 Protein Disulfide Isomerase ファミリーに

よる酸化的フォールディング触媒反応の理

解をも目指し、細胞内フォールディングの理

解を探究します。さらに得られた生物学知見

を基盤とした新たな低分子化合物を開発し

ます。この生物学と化学の協同により、分子

夾雑環境である細胞内でも十分にはたらく

新たな酸化的フォールディング触媒薬剤を

独自に開発します。 
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